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編集後記

新しい年がスタートしました。　今年は認定 NPO 法人
としてのスタートの年でもあります。　戌年には、物事
の結実と、新しい出発、誕生などの意味があるそうで
す。　まさにハートツリーの新たなスタートにぴった
りな年ではないでしょうか。　
お正月はひたすら家でゴロゴロ、大好きなお餅とお酒
はお正月だという理由で気兼ねなくいただきました。
体はもう引き締めようがありませんが、仕事は気を引
き締めてがんばります！
本年も宜しくお願い致します。　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（地本裕子）

１．振込み用紙を利用する
郵便局の払込取扱票（特定非営利活動法人ハートツリーと印字のもの）に「賛助会費」または「寄附」と
明記していただき、お名前、ご住所、電話番号を記入の上、お近くの郵便局にて、送金をお願い致しま
す。※後日、寄附金受領証明書を送らせていただきます。（税制優遇を受けるための証明になります。）

２．ゆうちょに振り込む
ゆうちょ銀行 口座記号番号　００９５０－７－２０１８３９
名義　特定非営利活動法人　ハートツリー
郵便局の「払込取扱票」に、「賛助会費」または「寄附」と明記していただき、お名前、ご住所、電話番号を
記入の上、お近くの郵便局にて、上記口座宛送金をお願い致します。
※後日、寄附金受領証明書を送らせていただきます。（税制優遇を受けるための証明になります。）

年会費・寄附の送金方法

NPO法人ハートツリー 検索

　　        認定 NPO法人に正式認定されました
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　理事長　松下泰子
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＊個人が寄附をした場合　国税と地方税あわせて、寄附金額の最大５０％が税額から控除されます。 
＊法人が寄附をした場合　一般寄附金の損金算入限度額とは別に、別枠の損金算入限度額が設けら
　れており、　法人は、その範囲内で損金算入が認められます。

年会費・寄附金の送金方法の詳細は、ハートツリーHPまたは、リーフレットをご覧ください。

ハートツリーは昨年 12 月 26 日より、認定NPO法人となりました。
不登校の子どもやひきこもりの青年、様々な困難な課題を抱える子どもや若者たちがそれぞれ
の課題を克服し、自立への道を歩みだせるよう、支援活動を今後も行ってまいります。
どうか、より一層のご協力とご支援をお願いいたします。

「ハートツリー賛助会」入会・寄附のお願い

認定ＮＰＯ法人ハートツリーへの寄附者に対する税制上のメリット
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ハートツリー賛助会員になって応援

寄附で応援　1 口　3,000 円～
賛助会員　年会費（入会金は無料です。）個人　１口　3,000 円　　団体　１口　5,000 円

　新年明けましておめでとうございます。

    昨年中は、色々とお世話なり本当にありがとうございました。

    さて、暮れも押し迫った平成29年12月26日にNPO法人ハートツリーは、特例認定（仮認
定）から正式に認定NPO法人（認定特定非営利活動法人）となりました。

    これは、和歌山県下では3番目になり、紀南では初めての認定です。本当に書類審査が大変
で、ようやく正式認定に辿り着いたという感じがします。

    このことにより、寄付された方や法人が税額控除や所得控除といった税制上の優遇が受け
られますので、より多くの方々から寄付して頂けることに繋がればと思っています。

　一方、認定NPOは公益性のある団体であることが求められ、広く一般からの支持を受けて
いるかどうかやその活動や組織運営が適正に行われること等が問われます。

　現在、ひきこもりの若者たちの居場所や地域若者サポートステーション事業、また生活困
窮者の自立支援事業として就労訓練や無料塾・子ども食堂を行っていますが、これらの活動
を多くの方々に知っていただき、支援を必要としている子どもや若者たちに届けたいと思っ
ております。

     特に、事業費のない中で取り組んでいる子ども食堂「ひなた食堂」には毎回10人程の小中
学生が集まって楽しく夕食を囲んでいますが、新たな分野として試行錯誤しています。

    様 々 な家庭環境があり、生きづらさを抱える子どもや若者たちがそれぞれの道を見つけら
れるよう専門機関や行政と連携しながら、また皆様方のご協力をいただきながら、本年も一
生懸命取り組んでいきたいと思っております。

    どうぞ皆様方のご支援、ご協力の程よろしくお願い申し上げます。


